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「
夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動
」

が
、
７
月
21
日
か
ら
31
日
ま
で
の

11
日
間
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

▼
運
動
初
日
に
開
催
さ
れ
た
「
五

戸
地
区
交
通
安
全
総
決
起
大
会
」

に
は
、
交
通
安
全
協
会
、
交
通
指

導
隊
、
交
通
安
全
母
の
会
、
交
通

少
年
団
な
ど
の
関
係
団
体
か
ら
３

０
０
名
以
上
が
参
加
。
交
通
事
故

犠
牲
者
へ
の
黙
と
う
に
続
き
、
三

浦
俊
哉
五
戸
地
区
交
通
安
全
協
会

長
ら
が
あ
い
さ
つ
。
深
畑
信
次
同

副
会
長
が
大
会
宣
言
を
読
み
上

げ
、
事
故
防
止
を
誓
い
ま
し
た
。

▼
「
い
き
い
き
シ
ル
バ
ー
交
通
安

全
モ
デ
ル
地
区
」
に
指
定
さ
れ
て

い
る
浅
田
地
区
で
は
７
月
22
日
、

「
高
齢
者
交
通
安
全
教
室
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
20
名
余
り
の
お

年
寄
り
が
、
電
動
車
イ
ス
の
安
全

な
乗
り
方
を
、
実
際
に
コ
ー
ス
を

走
っ
て
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
23
日
に
は
先
ご
ろ
組
織

さ
れ
た
高
齢
者
交
通
安
全
パ
ト
ロ

ー
ル
隊
（
赤
坂
友
吉
隊
長
）
が
、

活
動
始
め
と
し
て
、
同
地
区
の
高

齢
者
宅
を
訪
問
。
反
射
材
や
粗
品

を
渡
し
て
、「
道
路
を
横
断
す
る

と
き
に
は
、
左
右
を
十
分
確
認
し

て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
呼
び
か
け

ま
し
た
。

▼
五
戸
地
区
交
通
安
全
協
会
青
年

部
（

沢
和
也
部
長
）
で
は
、
国

道
４
号
の
大
学
沢
駐
車
帯
に
お
い

て
、
道
行
く
ド
ラ
イ
バ
ー
に
冷
た

い
飲
み
物
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配

り
、
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。

今
年
で
10
回
目
を
迎
え
る
ハ
ピ

ネ
ス
夏
祭
り
が
７
月
30
日
、
絶
好

の
晴
天
の
も
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
や
す
っ
か
り
五
戸
町
の
夏
の
風

物
詩
と
し
て
定
着
し
た
こ
の
イ
ベ

ン
ト
。
数
々
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

や
屋
台
、
打
ち
上
げ
花
火
な
ど
盛

り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
、
ハ
ピ
ネ

ス
入
居
関
係
者
ほ
か
、
大
勢
の
町

民
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

恒
例
の
ビ
ッ
ク
リ
夜
店
が
、
７

月
25
日
か
ら
27
日
ま
で
３
日
間
の

日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
初
日

に
は
、
青
森
銀
行
前
で
マ
グ
ロ
の

解
体
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
た
く
さ

ん
の
見
物
客
が
詰
め
掛
け
ま
し

た
。
用
意
さ
れ
た
の
は
、
51
o
の

メ
バ
チ
マ
グ
ロ
。そ
の
名
の
通
り
、

大
き
な
目
が
特
徴
で
す
。
大
小
さ

ま
ざ
ま
の
包
丁
で
巧
み
に
マ
グ
ロ

が
切
り
分
け
ら
れ
る
様
子
に
、
観

衆
か
ら
は
感
嘆
の
声
が
。
新
鮮
な

切
り
身
は
、
そ
の
場
で
即
売
さ
れ

ま
し
た
。

大会終了後、町内をパレードする参加者

デコボコ道は慎重に

高齢者宅を訪問するパトロール隊 安協青年部による街頭キャンペーン

一番人気は冷た～いかき氷 南小マーチングバンドの熱演



８
月
８
日
、
中
市
小

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お

い
て
「
ふ
る
さ
と
夏
ま

つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、

町
内
外
か
ら
訪
れ
た
大

勢
の
人
々
が
、
真
夏
の

一
日
を
満
喫
し
ま
し

た
。ま

つ
り
の
フ
ィ
ナ
ー

レ
、
花
火
大
会
で
は
、

鳴
海
昭
仁
さ
ん
率
い
る

『
白
神
』
の
時
に
荒
々

し
く
、
時
に
優
し
い
生

演
奏
の
音
色
と
１
３
０

０
発
の
花
火
が
見
事
に

調
和
。
夏
の
夜
空
を
光

と
音
が
彩
り
ま
し
た
。

懸
命
交
流
す
る
姿
勢
が
見
ら
れ
、

「
言
葉
は
通
じ
な
く
て
も
心
は
通
じ

る
」
と
い
う
大
切
な
こ
と
を
学
ん
だ

よ
う
で
す
。

帰
国
後
の
報
告
会
で
は
、
一
様
に

「
機
会
が
あ
っ
た
ら
ま
た
韓
国
に
行

き
た
い
」
と
話
す
一
方
、「
何
気
な

く
過
ご
し
て
い
る
日
本
、
そ
し
て
五

戸
町
の
す
ば
ら
し
さ
を
再
確
認
し

た
」
と
も
。
最
後
に
、
貴
重
な
体
験

を
さ
せ
て
く
れ
た
お
父
さ
ん
お
母
さ

ん
に
お
礼
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

五
戸
中
学
校
と
川
内
中
学
校
の
生
徒
30

名
が
、
７
月
21
日
か
ら
25
日
ま
で
の
５
日

間
、
五
戸
町
と
姉
妹
都
市
を
締
結
し
て
い

る
韓
国
沃
川
郡
を
訪
問
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
中
学
生
は
全
員
、
海
外
旅
行

が
初
め
て
で
、
期
待
と
不
安
を
抱
き
な
が

ら
韓
国
仁イ
ン

川
チ
ョ
ン

空
港
に
降
り
立
ち
、
異
国

の
地
を
踏
み
ま
し
た
。
ま
ず
高
速
道
路
の

車
線
の
多
さ
に
ビ
ッ
ク
リ
し
な
が
ら
も
、

バ
ス
で
ソ
ウ
ル
市
か
ら
南
下
し
、
気
温
37

度
の
猛
暑
の
中
沃
川
郡
へ
。
歓
迎
会
の
食

卓
に
並
ん
だ
盛
り
だ
く
さ
ん
の
食
事
は
ど

れ
を
食
べ
て
も
辛
く
、
食
文
化
の
違
い
を

肌
で
感
じ
た
様
子
で
し
た
。

沃
川
中
学
生
と
の
交
流
会
で
は
、
言
葉

は
通
じ
な
く
て
も
身
振
り
手
振
り
で
一
生沃川の郷土芸能に挑戦

６組のよさこい組による大乱舞

「どれにしようかな」

迫力のバチさばきを披露する『白神』



第
15
回
五
戸
町
畜
産
祭
が
７
月

28
日
、
岡
谷
地
放
牧
場
で
開
か

れ
、
約
20
戸
の
農
家
が
、
飼
育
し

て
い
る
肉
牛
の
肉
付
き
や
骨
格
の

丈
夫
さ
を
競
い
ま
し
た
。
こ
の
結

果
、
黒
毛
和
種
の
部
第
４
部
に
出

品
し
た
高
山
代
一
郎
さ
ん
の
「
ひ

ら
こ
」
が
県
知
事
賞
の
グ
ラ
ン
ド

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
き
ま
し
た
。

各
部
門
の
優
等
受
賞
者
は
次
の

通
り
で
す
。（
敬
称
略
・（

）
は

名
号
）

黒
毛
和
種
の
部

第
１
部
　
北
上
　
金
作
（
は
な
）

第
２
部
　
佐
々
木
与
助
（
ま
つ
ふ
じ
）

第
３
部
　
類
家
　
光
男

（
ふ
く
と
み
２
の
８
）

第
４
部
　
高
山
代
一
郎
（
ひ
ら
こ
）

善
　
太
　
郎

（
五
戸
町
）

橘
　
ミ
ネ
子

（
北
市
川
）

高
嶋
　
春
松

（
野
　
月
）

類
家
　
清
美

（
菖
蒲
川
）

田
代
十
志
男

（
上
市
川
）

佐
藤
　
か
な

（
上
市
川
）

藤
村
　
ナ
ヲ

（
鍛
冶
屋
窪
）

●
皆
さ
ん
の
作
品
を
「
文
芸
ご
の
へ
」
に
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

川
柳
・
短
歌
な
ど
の
区
別
を
明
記
し
、
総
務
課
広
報
係
へ
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

グランドチャンピオンに輝いた高山さんの「ひらこ」



は
、
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
と
図
書
館

で
し
た
。
初
め
て
マ
ッ
ク
ス
バ
リ

ュ
に
買
い
物
に
い
っ
た
と
き
、
混

乱
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

図
書
館
は
、
私
の
２
番
目
の
家
に

な
り
ま
し
た
。
図
書
館
の
ス
タ
ッ

フ
は
と
て
も
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
優

し
く
、
建
物
は
と
て
も
美
し
い
と

思
い
ま
し
た
。

青
森
ね
ぶ
た
は
、
と
て
も
興
奮

し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
日
本
の

お
盆
は
、
私
に
と
っ
て
と
て
も
奇

妙
な
も
の
で
し
た
。
お
墓
に
行
っ

て
花
を
供
え
、
線
香
を
た
い
て
先

祖
を
供
養
す
る
人
々
。
久
々
に
帰

郷
す
る
友
達
と
会
っ
た
り
も
し
ま

す
。
そ
の
雰
囲
気
は
静
か
で
、
イ

ギ
リ
ス
と
は
正
反
対
で
し
た
。

学
校
が
始
ま
っ
た
日
は
、
と
て

も
緊
張
し
ま
し
た
が
、
同
時
に
と

て
も
ワ
ク
ワ
ク
も
し
ま
し
た
。
な

ぜ
な
ら
、
日
本
の
か
わ
い
い
子
ど

も
た
ち
に
英
語
を
教
え
る
こ
と

が
、
ど
れ
だ
け
楽
し
い
か
を
聞
い

て
い
た
か
ら
で
す
。
１
年
が
過
ぎ

た
今
、
そ
れ
は
真
実
だ
と
確
信
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
校
で
の
指

導
も
楽
し
い
経
験
で
し
た
。
生
徒

た
ち
も
私
と
同
じ
よ
う
に
思
っ
て

く
れ
て
い
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

私
は
長
い
間
、
日
本
に
興
味
が

あ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
に
あ
る
日
本
の

会
社
に
勤
め
ま
し
た
。
そ
こ
で
私

は
、
日
本
の
文
化
に
触
れ
、
日
本

人
と
友
達
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
興
味
の
あ
っ
た
ア
ー
ト
や
デ

ザ
イ
ン
を
通
し
て
す
っ
か
り
日
本

の
と
り
こ
に
な
っ
た
私
は
、
日
本

語
の
勉
強
を
始
め
、
い
つ
の
日
か

日
本
で
働
き
た
い
と
痛
切
に
思
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
五
戸
町
で

私
は
、
自
分
の
夢
を
現
実
に
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
１
年
間
で
私
は
、
自
分
自

身
の
こ
と
や
、
日
本
の
こ
と
に
つ

い
て
い
ろ
い
ろ
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
、
例
え
ば

「
私
は
納
豆
が
好
き
だ
」
と
い
う

驚
き
が
あ
り
ま
す
。
１
年
前
で
は

考
え
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
今
で
は
週

に
何
回
か
食
べ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
日
本
そ
し
て
五
戸
町

は
と
て
も
素
敵
な
と
こ
ろ
で
す
。

私
は
こ
の
機
会
に
恵
ま
れ
た
こ
と

を
幸
運
に
思
っ
て
い
ま
す
。
五
戸

を
去
る
の
は
と
て
も
寂
し
い
で
す

が
、
い
つ
か
こ
の
国
や
町
に
感
謝

を
表
せ
る
よ
う
に
、
こ
の
１
年
間

で
得
た
も
の
を
大
事
に
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
五
戸
町

の
皆
さ
ん
、
１
年
間
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

ん
こ
鍋
を
食
べ
た
り
、
着
物
を
着

て
お
寺
に
行
っ
た
り
、
た
く
さ
ん

の
宴
会
に
出
た
り
し
ま
し
た
。
日

本
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
は
ま
だ
ま

だ
残
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

２
年
間
の
経
験
か
ら
い
ろ
い
ろ
な

も
の
を
得
る
こ
と
も
で
き
ま
し

た
。
例
え
ば
、

①
納
豆
は
体
に
い
い
食
べ
物
な
の

に
、
好
き
に
な
れ
ま
せ
ん
。

②
で
も
、馬
刺
し
は
大
好
き
で
す
。

③
習
字
は
難
し
い
。（
三
年
生
の

習
字
で
さ
え
…
）

④
お
神
輿
を
担
い
で
い
る
と
き
、

人
の
足
を
踏
ま
な
い
よ
う
に
す

る
の
は
難
し
い
。

⑤
日
本
で
の
生
活
に
重
要
な
単
語

は
「
地
震
」
と
「
二
日
酔
い
」。

⑥
最
後
に
、
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
つ
け

て
温
泉
に
入
る
と
ネ
ッ
ク
レ
ス

は
、
黒
く
な
り
ま
す
。
気
を
付

け
て
く
だ
さ
い
。

と
い
う
の
は
冗
談
で
す
が
、
日
本

人
は
、
世
界
で
最
も
親
切
で
心
の

広
い
人
々
だ
と
思
い
ま
す
。
五
戸

町
や
日
本
で
の
２
年
間
は
、
本
当

に
楽
し
か
っ
た
で
す
。
私
は
、
五

戸
町
の
一
員
と
し
て
過
ご
せ
た
こ

と
を
光
栄
に
思
い
ま
す
。
五
戸
町

の
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

青
森
に
着
い
て
か
ら
、
も
う
１

年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
時
が
過
ぎ
る

の
は
早
い
も
の
で
す
。

私
は
、
五
戸
町
と
自
分
の
ア
パ

ー
ト
を
見
る
こ
と
に
と
て
も
ワ
ク

ワ
ク
し
て
い
ま
し
た
が
、
初
日
は

霧
が
出
て
い
て
少
し
が
っ
か
り
し

ま
し
た
。
私
は
、
イ
ギ
リ
ス
だ
け

が
、
霧
が
か
か
り
天
気
が
悪
い
と

思
っ
て
い
た
の
で
驚
き
ま
し
た
。

で
も
、
ア
パ
ー
ト
に
畳
の
部
屋
が

あ
っ
た
こ
と
が
と
て
も
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
畳
の
あ

る
家
に
住
む
の
が
私
の
夢
だ
っ
た

か
ら
で
す
。

私
の
五
戸
町
で
の
最
初
の
探
検 ニコラス先生（左）とキャレン先生

英
語
指
導
助
手
と
し
て
２
年
間

五
戸
管
内
の
小
学
校
で
英
会
話
指

導
を
し
た
キ
ャ
レ
ン
先
生
と
、
１

年
間
、
主
に
中
学
校
で
英
語
指
導

を
し
た
ニ
コ
ラ
ス
先
生
が
帰
国
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

２
年
前
に
日
本
に
来
た
の
が
、

ま
る
で
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
で

す
。
こ
ん
な
に
早
く
時
間
が
過
ぎ

る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

五
戸
町
の
人
は
、
職
場
の
方
々

か
ら
お
店
の
店
員
さ
ん
ま
で
、
あ

た
た
か
く
親
切
で
、
私
は
ま
る
で

自
分
の
町
に
い
る
よ
う
で
し
た
。

私
が
皆
さ
ん
に
貢
献
で
き
た
か

心
配
で
す
が
、
私
自
身
は
、
本
当

に
す
ば
ら
し
い
経
験
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
八
戸
・
十
和

田
・
五
戸
の
祭
り
、
習
字
、
少
林

寺
拳
法
、
押
し
絵
、
納
豆
、
座
禅
、

数
多
く
の
温
泉
。
そ
れ
に
、
ち
ゃ

キ
ャ
レ
ン
・
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー

ニ
コ
ラ
ス
・
チ
ャ
ー
ン
リ
ー



平成１６年５月２１日「裁判員の参加する刑事裁判に関する法律」が、成立しました。

公布の日（平成１６年５月２８日）から５年以内に裁判員制度が実施される予定です。

国民のみなさんに裁判員として刑事裁判に参加してもらい、被告人が有罪かどうか、有罪

の場合どのような刑にするかを裁判官と一緒に決めてもらう制度です。

５年以内に実施されることになっています。

２０歳以上の国民のみなさんの中から、抽選で候補者を選びます。実際に裁判員になるの

は、この候補者の中から、事件ごとに選任のための手続により選ばれた人たちです。

裁判員制度の対象となる事件は、殺人などの重大犯罪です。

代表的なものをあげると、次のようなものがあります。

①人を殺した場合（殺人）

②強盗が、人にけがをさせ、あるいは、死亡させてしまった場合（強盗致死傷）

③人にけがをさせ、死亡させてしまった場合（傷害致死）

④泥酔した状態で、自動車を運転して人をひき、死亡させてしまった場合（危険運転致死）

⑤人の住む家に放火した場合（現住建造物等放火）

⑥身の代金を取る目的で、人を誘拐した場合（身の代金目的誘拐）

⑦子供に食事を与えず、放置したため死亡させてしまった場合（保護責任者遺棄致死）

広く国民のみなさんに参加していただく制度ですので、基本的に辞退はできないことに

なっています。ただ、学生や７０歳以上の方は辞退できますし、病気や介護などの事情で裁

判所に来ることが難しいと認められた方も、辞退することができます。

多くの裁判は、数日間で終わります。裁判所としても充実した裁判を行い、国民のみなさ

んの負担を軽くするように努力していきます。

裁判員の職務を行うために仕事を休んでも、雇用主は不利益な扱いをしてはならないと、

法律で定められています。

裁判所に来られた方には、交通費や日当などが支払われます。

問い合わせ先 青森地方裁判所　 ０１７－７２２－５３５１（代表）
裁判所ホームページ　http: / /www.cour ts .go. jp /



「今は元気だけれど、将来からだが不自由になったら･･･」

「できる限り、住み慣れた家での生活を続けたい･･･」

そんな将来への不安を解消し、高齢社会をみんなで支えるのが、介護保険制度です。

４０歳以上の人が納めた保険料は、介護サービスの給付に使われています。

保険料を納めていれば、いざ介護が必要となっても、費用の一部を負担するだけで介護サービ

スを利用することができます。

みんなの安心のため、あなたの安心のために、保険料の納付にご協力をお願いいたします。

問い合わせ先　役場介護保険課 ６２－２１１１（代表）内線２６０～２６３

６２－７９５６（直通）

新
井
田
修
久 

医
師
名 

内
　
　
　
科 

外
　
　
　
科 

産
婦
人
科 

小
　
児
　
科 

整
形
外
科 

脳
神
経
外
科 

眼
　
　
　
科 

皮
　
膚
　
科 

（
循
環
器
） 

（
糖
尿
病
） 

診
　
療
　
科 

副
院
長 

愛
川
　
俊
信 

科
　
長 

西
谷
　
大
輔 
副
医
長 

矢
田
部
宏
一 
副
医
長 

東
山
　
明
弘 

非
常
勤 

三
浦
　
昌
人 

大
根
田
　
昭 

非
常
勤 

蝦
名
　
宣
男 

院
　
長 

渡
部
　
秀
一 

医
療
局
長 

原
田
　
昭
彦 

副
医
長 

深
瀬
　
耕
二 

非
常
勤 

井
戸
川
敏
彦 

副
院
長 

笹
野
　
拓
也 

科
　
長 

（
弘
前
大
学
） 

非
常
勤 

三
上
　
靖
隆 

科
　
長 

（
弘
前
大
学
） 

非
常
勤 

深
瀬
　
栄
一 

科
　
長 

小
林
　
貴
樹 

非
常
勤 

袴
田
真
理
子 

非
常
勤 

非
常
勤 

阿
部
　
尚
央 

袴
田
真
理
子 

田
村
　
　
新 

二
井
　
一
則 

（
東
北
大
学
） 

職
　
名 

　水
曜
日 

　木
曜
日 

　第
１
・
３
火
曜
日 

　（
科
長
） 

　第
２
・
４
金
曜
日 

　金
曜
日
〜
土
曜
日 

　（
医
療
技
術
局
長
） 

　火
〜
水
曜
日 

　火
曜
日 

　水
曜
日 

　木
曜
日 

　金
曜
日 

　第
１
・
３
土
曜
日 

　木
曜
日 

備
　
　
　
考 

耳
　
　
鼻
　 

い
ん
こ
う
科 

●７月の診療科別患者数

※　入院 =毎日24時現在の在院患者延数＋毎日の退院者数　（ ）＝昨年度同期

外　科 内　科 産婦人科 眼　科 小児科 耳鼻科 整形外科 脳外科 

外　来 

入　院 

外　来 

入　院 

4,541

（ 4,801） 
3,273

（ 2,823） 
17,468

（18,379） 
12,969

（12,044） 

675

（ 748） 
582

（ 786） 

771

（ 1,094） 

2,831

（ 2,892） 
2,099

（ 2,352） 
2,392

（ 2,481） 

1,075

（ 1,121） 
21

（ 38） 
191

（ 275） 
4,335

（ 4,547） 
143

（ 179） 

248

（ 106） 
22

（ 0） 
982

（ 615） 
105

（ 0） 

633

（ 784） 
0

（ 0） 
2,761

（ 2,981） 
0

（ 0） 

2,152

（ 2,186） 
733

（ 396） 
8,310

（ 8,729） 
2,841

（ 1,898） 

738

（ 752） 
716

（ 674） 
2,857

（ 2,793） 
2,761

（ 2,653） 

皮膚科 
305

（ 295） 
0

（ 0） 
965

（ 1,179） 
0

（ 0） 

10,916

（ 11,410） 
5,538

（ 4,992） 
42,608

（ 44,467） 
21,982

（ 20,349） 

計 

患者数 

４月か
らの延
患者数 

　　　　診療科 
区分 

 
 

549

（ 617） 

※
曜
日
ご
と
の
外
来
診
療
に
あ
た
る
医
師
名
は
、
各
科
外
来
受
付
に
表
示

し
て
あ
り
ま
す
。

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。



●
募
集
種
目
・
１
次
試
験
期
日

・
防
衛
大
学
校
学
生
（
一
般
）

平
成
16
年
11
月
13
日
（
土
）

14
日
（
日
）

・
防
衛
医
科
大
学
校
学
生

平
成
16
年
11
月
６
日
（
土
）

７
日
（
日
）

・
看
護
学
生

平
成
16
年
10
月
17
日
（
日
）

・
陸
上
自
衛
官
（
看
護
）

平
成
16
年
11
月
20
日
（
土
）

●
受
付
期
間

平
成
16
年
９
月
10
日（
金
）か
ら

10
月
１
日（
金
）ま
で

※
受
験
資
格
な
ど
は
左
記
に
問
い

合
わ
せ
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

・
八
戸
募
集
事
務
所

℡
45
│

１
９
２
０

・
自
衛
官
募
集
相
談
員

川
村
菊
之
蔵
℡
62
│

２
９
７
１

福
田
　
　
馨
℡
62
│

２
４
１
９

中
川
原
良
治
℡
62
│

４
３
０
１

小
泉
　
昌
明
℡
62
│

５
４
９
１

川
h

孝
光
℡
68
│

２
５
５
６

橋
向
　
党
子
℡
77
│

３
１
５
１

久
保
　
富
弥
℡
77
│

２
５
８
７

古
川
　
　
茂
℡
77
│

３
１
７
０

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技

術
者
試
験
を
行
い
ま
す
の
で
、
希

望
者
は
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
試
験
日
時

平
成
16
年
11
月
８
日
（
月
）

午
後
２
時
か
ら
３
時
30
分

●
試
験
会
場

八
戸
会
場

青
森
厚
生
年
金
休
暇
セ
ン
タ
ー

●
受
験
申
込
書
類
の
提
出
先

平
成
16
年
９
月
27
日（
月
）か
ら

10
月
１
日（
金
）ま
で
に
受
験

料
５
、
０
０
０
円
を
添
え
て
役

場
上
下
水
道
課（
分
庁
舎
）へ
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
不
可
）

●
合
格
発
表

平
成
16
年
11
月
30
日
（
火
）

午
前
10
時
　
役
場
上
下
水
道
課
内

※
合
格
者
に
は
、
合
格
通
知
書
が

県
支
部
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

・
青
森
市
下
水
道
部
管
理
課
内

日
本
下
水
道
協
会
青
森
県
支
部

℡
０
１
７
│

７
３
４
│

１
１
１
１

内
線
４
８
１
３

・
役
場
上
下
水
道
課

℡
62
│

２
１
１
１

内
線
４
５
１

●
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

保
育
所
給
食
調
理
員

切
谷
内
保
育
所
　
１
名

上
市
川
保
育
所
　
１
名

浅
　
田
保
育
所
　
１
名

※
調
理
の
で
き
る
方
で
、
お
お
む

ね
50
歳
ま
で
の
身
体
健
康
な

方
。

●
雇
用
期
間

平
成
16
年
10
月
１
日
か
ら

平
成
17
年
３
月
31
日
ま
で

●
賃
　
　
金

日
額
　
５
、
３
０
０
円

（
雇
用
保
険
・
社
会
保
険
あ
り
）

●
受
付
期
間

平
成
16
年
８
月
30
日（
月
）か
ら

９
月
10
日（
金
）ま
で

●
申
し
込
み
方
法

所
定
の
履
歴
書
を
各
保
育
所
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
履
歴
書
用
紙
は
役
場
総
務
課
、

各
保
育
所
に
あ
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

・
切
谷
内
保
育
所

℡
68
│

２
２
０
４

・
上
市
川
保
育
所

℡
68
│

２
２
０
５

・
浅
田
保
育
所

℡
67
│

２
０
３
１

●
科
名
・
定
員

・
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科

20
名

・
設
備
シ
ス
テ
ム
工
学
科

20
名

・
自
動
車
シ
ス
テ
ム
工
学
科

30
名

・
制
御
シ
ス
テ
ム
工
学
科

20
名

●
期
　
　
間

２
年
間

●
応
募
資
格

高
等
学
校
卒
業
者
（
卒
業
見
込

み
の
者
を
含
む
）

●
願
書
受
付
期
間

平
成
16
年
10
月
７
日（
木
）か
ら

11
月
５
日（
金
）ま
で

●
試
験
期
日

平
成
16
年
11
月
18
日（
木
）

●
年
間
経
費

授
業
料
は
２
年
間
無
料
で
す
。

た
だ
し
、
教
科
書
・
作
業
服
・

用
品
な
ど
２
年
間
で
30
万
円

程
度
必
要
で
す
。（
研
修
旅
行

費
含
む
）

※
資
格
取
得
受
験
料
な
ど
は
実
費

で
す
。

●
願
書
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

青
森
県
立
八
戸
工
科
学
院

学
生
係

℡
28
│

６
８
１
１





9月の 
行事予定 
9月の 
行事予定 

●町民カレンダーと合わ
せてご利用ください。

●行事についての問い合わせ
ＴＥＬ62 ―2111 五戸町役場

9月の 
相 　 談 
9月の 
相 　 談 相談は無料です

■ 9日（木）倉石地区健康相談
13：00～15：00 保健福祉センター（倉石）

■10日（金）あすなろ教室
13：00～17：00 町立公民館

■27日（月）行政相談
10：00～15：00 倉石コミュニティセンター

■30日（木）浅田地区健康相談
13：00～15：00 役場浅田支所

■健康相談
2日（木） 13：00～15：00
16日（木） 町立公民館児童室

■交通事故相談（八戸支所）
毎週月曜日から金曜日
9：00～16：00 県八戸合同庁舎２階

■交通事故巡回相談所
14日（火） 10：00～15：00
27日（月） 八戸市市民相談室

■11日（土）チェンマイ・タイ民族舞踊団公演
18：30開演　町立公民館

■23日（木）徳武定祐少年野球教室
9：00～ ひばり野公園

■26日（日）第36回五戸町民運動会
8：50～ ひばり野公園

■27日（月）あすなろコンサート（弦楽四重奏）
14：30～ 倉石コミュニティセンター

■28日（火）戦没者追悼式
11：00～ 町立公民館

■29日（水）五戸地区交通安全大会
13：00～ 町立公民館

9月の 
献 　 血 
9月の 
献 　 血 

健康なあなたと
私にできること

■21日（火）
９：30～10：30 東北三吉工業（株）

11：00～13：00 町立公民館

14：30～16：00 大蔵工業（株）



●
日
　
　
時

平
成
16
年
９
月
14
日
（
火
）

15
日
（
水
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

●
場
　
　
所

五
戸
町
大
字
扇
田
字
長
下
タ
２

県
南
果
樹
研
究
セ
ン
タ
ー

●
主
要
行
事

・
果
樹
試
験
ほ
場
の
公
開
・
主
要

成
果
の
資
料
展
示

・
果
樹
栽
培
相
談
所
の
開
設

・
り
ん
ご
、
西
洋
な
し
の
熟
度
判

定
体
験
コ
ー
ナ
ー
（
持
参
い
た

だ
け
れ
ば
、
熟
し
て
い
る
か
判

定
で
き
ま
す
。）

・
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ミ
ニ
講
座
（
10

時
か
ら
）
お
よ
び
果
樹
話
題
品

種
の
見
学
ツ
ア
ー（
11
時
か
ら
）

・
新
品
種
の
展
示
と
試
食

・
ク
イ
ズ

●
協
賛
行
事

・
な
し
果
実
品
評
会

・
農
産
物
加
工
品
の
展
示
即
売

・
農
機
具
お
よ
び
農
業
資
材
な
ど

の
展
示
即
売

●
問
い
合
わ
せ
先

県
南
果
樹
研
究
セ
ン
タ
ー

℡
62
│

４
１
１
１

次
の
場
合
に
は
、
県
税
事
務

所
に
届
出
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

○
法
人
を
設
立
し
た
と
き

○
法
人
を
解
散
・
清
算
し
た
と
き

○
そ
の
他
「
登
記
事
項
（
法
人

の
所
在
地
、
名
称
、
代
表
者
、

資
本
金
な
ど
）
」
に
異
動
が

生
じ
た
と
き

届
出
用
紙
、
添
付
書
類
な
ど
の

ご
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、
県
税

事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
な
お
、
イ
ン
タ
ー

だ
よ
り

ネ
ッ
ト
の
県
税
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
県
税
・
市
町
村
税
イ
ン
フ
ォ
メ

ー
シ
ョ
ン
」
か
ら
も
届
出
用
紙

の
様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

八
戸
県
税
事
務
所
課
税
第
一
課

℡
27
│

５
１
１
１

内
線
２
０
８

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.pref.aomori.jp/zeimu/

９月１０日は「下水道の日」 
～下水道　青い地球の　交通網～ 

馬淵川浄化センターの一般開放をします。（入場無料） 

場　　　　所　八戸市大字河原木字蓮沼１－２１ 

日　　　　程　平成１６年９月９日（木）～１２日（日） 

時　　　　間　午前９時から午後４時まで 

内　　　　容　処理施設の見学案内や下水道の説明 
　　　　　　　ビデオテープによる映画上映 
　　　　　　　顕微鏡による活性汚泥微生物の観察 

問い合わせ先　（財）青森県建設技術センター　馬淵浄化センター 
　　　　　　　TEL ２９－１６５２（代表） 

ご来場の皆様にはささやかな記念品を用意しております。 

計量器定期検査のお知らせ 

　取引または証明に使用される計量器は定期的に検査

を受けなければなりません。今回、次の日程で定期 

検査を実施しますので該当する方は必ず受検してくだ

さい。 

月　　日 

９月６日（月） 

９月７日（火） 

９月８日（水） 

ひょう量 機械式はかり 

５００円 

９００円 

１，５００円 

電気式はかり 

１，４００円 

１，８００円 

２，２００円 

１００㎏以下 

２５０㎏以下 

５００㎏以下 

時　　間 

１１：００～１２：００ 

１３：３０～１４：００ 

１４：３０～１５：３０ 

１３：００～１５：００ 

 ９：３０～１０：３０ 

 ９：３０～１２：００ 
１３：００～１５：００ 

場　　所 

役場浅田支所 

役場川内支所 

町立公民館 

町立公民館 

しんせい五戸農協 
倉石支店又重店舗 

倉石コミュニティ 
センター　　　　 

●問い合わせ先　役場企画振興課 TEL６２－２１１１　内線２３６ 

◎当日は手数料をご持参ください。　 
※手数料抜粋 

社会福祉協議会からのお知らせ

合　併　公　告
平成16年６月29日社会福祉法人五戸町社会福祉協議

会は、社会福祉法人倉石村社会福祉協議会を合併して
存続し、社会福祉法人倉石村社会福祉協議会は解散す
る旨を理事会及び評議員会で議決いたしました。
平成16年７月５日社会福祉法人倉石村社会福祉協議

会は、社会福祉法人五戸町社会福祉協議会と合併して
解散する旨を理事会及び評議員会で議決いたしました。
この合併に対し異議のある債権者は、10月10日まで

にその旨をお申し出ください。

平成16年８月10日

青森県三戸郡五戸町字鍛冶屋窪上ミ36番地
社会福祉法人　五戸町社会福祉協議会
会長　鳥谷部　志　郎

青森県三戸郡五戸町大字倉石中市字幸神道前15番地４
社会福祉法人　倉石村社会福祉協議会
会長　赤　坂　進　敏



こ
の
お
宮
に
は
、
県
内
で
も
珍

し
い
「
異
国
人
図
」
の
絵
図
が
あ

る
。
今
か
ら
二
百
十
年
前
の
寛
政

六
年
（
一
七
九
四
年
）
正
月
の
銘

が
あ
り
、
奉
納
者
は
中
市
の
大
沢

富
右
衛
門
。
大
沢
家
は
旧
家
の
百

姓
と
は
い
え
、
既
に
名
字
と
屋
号

「
や
な
だ
」
を
名
乗
り
、
村
の
肝

入（
庄
屋
）を
つ
と
め
た
。（
現
在

の
子
孫
は
大
沢
義
男
さ
ん
）

絵
図
の
大
き
さ
は
縦
三
十
七
セ

ン
チ
、
横
百
二
十
セ
ン
チ
。
や
や

扇
型
の
杉
板
に
九
人
の
人
物
が
描

か
れ
、「
寛
政
五
年
六
月
二
十
日
、

赤
人
十
二
人
、松
前
城
下
之
渡
来
」

と
あ
る
。
ロ
シ
ア
へ
漂
流
し
た
伊

勢
の
大
黒
屋
光
太
夫
ら
が
、
松
前

へ
送
還
さ
れ
た
と
き
の
様
子
を
描

い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
な
ぜ

山
村
の
神
社
に
奉
納
さ
れ
た
の
か

不
思
議
で
な
ら
な
い
。

集
落
西
方
の
台
地
に
は
、
中
峯

山
源
福
寺
が
あ
る
。
陸
中
国
稗
貫

郡
花
巻
村
（
現
花
巻
市
）
瑞
興
寺

家
系
は
傾
き
、
家
は

五
戸
共
楽
館
と
な
っ

た
と
い
う
説
も
あ

る
。支

村
の
浦
田
前
に

は
五
戸
川
が
流
れ
、

左
岸
に
は
藩
政
初

期
、
中
市
用
水
堰
が

あ
り
、
堰
の
水
は
五

戸
赤
川
方
面
ま
で
続
い
た
。

鎌
倉
末
期
か
ら
続
い
て
い
る
集

落
だ
け
に
、
旧
道
跡
に
石
碑
が
い

く
つ
か
目
に
付
く
。
浦
田
の
は
ず

れ
に
「
琴
平
塔
」
と
い
う
高
さ

二
・
五
メ
ー
ト
ル
、
幅
四
十
セ
ン

チ
の
大
き
な
碑
が
建
っ
て
い
る
。

刻
ま
れ
た
文
字
に
は
明
治
二
十
年

八
月
建
立
と
あ
る
。
五
戸
地
方
で

一
番
大
き
な
参
拝
記
念
碑
か
も
し

れ
な
い
。（
五
戸
地
方
に
は
琴
平

参
拝
の
碑
が
こ
の
ほ
か
に
も
数
基

あ
る
が
、
一
メ
ー
ト
ル
前
後
の
碑

が
多
い
。）

中
市
集
落
で
は
、
ほ
か
に
圓
子

家
武
家
居
宅
、
中
市
神
楽
舞
、
わ

む
ら
の
か
し
わ
の
木
、
い
ち
い
、

菩
提
樹
、
阿
部
沢
の
松
、
中
市
城

跡
、
源
福
寺
の
杉
な
ど
が
文
化
財

の
指
定
を
受
け
て
い
る
。

五
戸
町
文
化
財
審
議
委
員

三
浦
　
榮
一

中
市
は
「
五
戸
の
西
に
当
り
、

行
程
一
里
三
十
三
間
」
と
百
二
十

年
前
の
新
撰
陸
奥
国
誌
第
四
巻
は

記
述
し
て
い
る
。

集
落
の
南
側
、
さ
く
ら
荘
を
過

ぎ
、
や
や
進
む
と
高
良
神
社
が
杉

林
の
中
に
あ
る
。
祭
神
は
軍
神
武

田
宿
禰
。
八
戸
の
小
田
か
ら
移
遷

さ
れ
た
毘
沙
門
天
を
祭
っ
て
い
た

が
、
そ
の
後
、
神
の
祭
り
か
え
が

あ
っ
た
と
い
う
説
も
あ
る
。

の
末
寺
で
お
釈
迦

さ
ま
を
本
尊
と
し

て
い
る
。
こ
の
お

寺
で
斉
藤
孝
之
助

が
寺
子
屋
を
開

き
、
明
治
九
年
十

月
三
十
日
、
中
市

小
学
校
を
創
立
し

た
と
同
校
百
年
史

は
綴
る
。
そ
の
後
、
独
立
校
舎
が

完
成
。
敷
地
の
西
側
に
立
派
な
碑

が
二
基
、夕
日
に
輝
い
て
見
え
る
。

一
基
目
は
、
中
市
小
十
三
代
校

長
星
野
米
松
の
景け
い

仰こ
う

碑ひ

。
教
え

子
の
手
に
よ
っ
て
昭
和
二
十
三
年

八
月
二
十
三
日
に
建
立
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
星
野
校
長
は
、
明
治

三
十
一
年
か
ら
大
正
十
年
ま
で
の

二
十
三
年
間
、
中
市
小
学
校
に
勤

務
。
そ
の
後
、
五
戸
女
子
尋
常
小

学
校
長
、
売
市
小
学
校
長
を
歴
任

し
、
定
年
退
職
し
た
。

二
基
目
の
「
先
覚
中
村
君
」
の

碑
は
、
明
治
三
十
九
年
、
五
代
村

長
と
な
っ
た
中
村
長
次
郎
を
た
た

え
た
も
の
で
あ
る
。
長
次
郎
は
植

林
に
著
眼
し
、
付
近
の
官
地
一
千

町
歩
余
り
を
払
い
下
げ
、
寝
食
を

と
し
て
仕
事
に
没
頭
し
た
が
、
惜

し
い
こ
と
に
わ
ず
か
六
年
で
長
逝

し
た
。
長
次
郎
の
急
死
に
よ
っ
て

郷
土 

探
訪 

町の人口

（前月対比）

男　１０,４３０人（－９）

女　１１,０９４人（－12）

総人口２１,５２４人（－21）

世帯数１６,８８４世帯（－４）

平成16年８月１日現在

Ｎｏ.115

この広報紙は古紙配合率100％の再生紙を使用しています

９月の納期

納
期
限
９
月
30
日

固
定
資
産
税
第
３
期

国
民
健
康
保
険
税
第
２
期

■
図
書
館
施
設
整
備
拡
充
資

金
と
し
て

五
戸
町
商
工
会
女
性
部
か

ら
５
万
円

２１０年前の異国人図

星野先生の景仰碑の除幕式


